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挨
拶
に
あ
た
り
、
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
当
組
合
副
理
事
長 

下
堂
薗 

豊

氏
が
、
本
年
一
月
一
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
下

堂
薗
副
理
事
長
は
、
二
十
二
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
り
組
合
理
事
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
直
近
の

十
年
間
は
副
理
事
長
と
し
て
、
組
合
の
発
展
と

地
域
経
済
の
振
興
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
手
腕
と
人
格
は
、
組
合
員
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
皆
様
か
ら
も
深
く
信
頼
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
功
績
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
故
人
の
志
を
胸
に
刻
み
、
そ
の
遺
志
を
継

い
で
、
皆
様
と
と
も
に
本
年
の
門
出
を
迎
え
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
ト
カ
ラ
列
島
で

の
群
発
地
震
、
記
録
的
な
猛
暑
、
線
状
降
水
帯
に

よ
る
局
地
的
豪
雨
と
、
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
令
和
の
コ
メ
騒
動
、
東
北
地
方

で
の
ク
マ
被
害
、
大
分
市
佐
賀
関
で
の
大
規
模

火
災
な
ど
、
防
災
意
識
を
新
た
に
す
る
年
で
あ

り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
方
、
明
る
い
話
題
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
イ
チ

ロ
ー
氏
の
日
本
人
初
と
な
る
米
国
野
球
殿
堂
入

り
、
そ
し
て
大
谷
翔
平
選
手
、
山
本
由
伸
選
手
ら

の
活
躍
に
よ
る
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
連
覇
は
、
国
民
に
大
き
な
誇
り
と
感
動
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
ミ
ス
タ
ー
プ
ロ
野
球
と
呼

ば
れ
た
長
嶋
茂
雄
氏
の
ご
逝
去
と
い
う
悲
し
い

出
来
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
で
の
日
本
人
選
手
の
躍
動
は
、
我
々
に
確
か

な
自
信
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

経
済
情
勢
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
追
加
関
税
措
置
に
よ
り
、
世
界
的
な

貿
易
摩
擦
が
加
速
し
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
過
去
最
多
を
記
録
し
ま
し

た
。
年
末
に
は
日
本
銀
行
が
三
十
年
ぶ
り
の
高

水
準
と
な
る
政
策
金
利
引
き
上
げ
を
実
施
し
、

為
替
市
場
で
は
円
安
が
継
続
、
輸
入
物
価
の
上

昇
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
株
式
市
場
で
は
「
高
市

ト
レ
ー
ド
」
の
動
き
か
ら
株
価
が
五
万
円
を
突

破
す
る
局
面
も
見
ら
れ
、
大
手
輸
出
企
業
が
牽

引
す
る
形
で
、
国
内
経
済
は
新
た
な
成
長
局
面

へ
と
動
き
始
め
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
中
小
企
業
に
お
い
て

は
、
人
手
不
足
、
賃
上
げ
圧
力
、
物
価
高
騰
、
借

入
金
利
の
上
昇
も
加
わ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
営
環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
は
昨
年
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
実
践
的
活
用
を
目
指
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強

会
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
次
世
代
を
担

う
若
手
経
営
者
に
よ
る
組
織
を
新
た
に
設
立
し
、

他
県
の
組
合
青
年
部
と
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
、

厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
団
結
し
、
未
来
へ
の

礎
を
築
く
重
要
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
地
域

活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
夏
ま

つ
り
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。 

当
組
合
は
引
続
き
、
組
合
理
念
の
も
と
、
経
営

基
盤
・
財
務
基
盤
の
更
な
る
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
団
結
・
躍
進
の
精
神
で
、
組
合
員
の

発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
一
層
貢
献
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
二
十
年
目
の
節
目
を
迎
え

る
Ｗ
Ｂ
Ｃ
な
ど
、
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
世
界
は

不
確
実
性
の
時
代
に
突
入
し
て
お
り
、
物
価
高

騰
、
賃
上
げ
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
な

ど
、
我
々
中
小
企
業
が
直
面
す
る
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
・
う
ま
）
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。
丙
午
の
年
は
、
情
熱
と
行
動
力

が
高
ま
り
、
勢
い
の
あ
る
年
に
な
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
大
地
を
力
強
く
蹴
っ
て
疾
走
す

る
馬
の
よ
う
に
、
今
年
は
薩
摩
の
風
を
受
け
て

一
気
に
駆
け
抜
け
る
、
そ
ん
な
躍
動
の
年
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
来
年
は
、
西
郷
隆
盛
先
生
の
生
誕
二

百
年
、
没
後
百
五
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
す
。
併
せ
て
、
こ
の
卸
団
地
組
合
も
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。 

結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
と

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

         

年
頭
所
感 

 

理
事
長 

小
正
芳
史 
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新
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、
令
和
８
年
１
月

８
日
（
木
）
15

時
よ
り
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

第
１
展
示
場
に
て
「
第

53

回 

卸
団
地
組
合
年

始
会
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
組
合
関
係
者
を
は

じ
め
、
行
政
・
金
融
機
関
な
ど
多
く
の
来
賓
が
出

席
し
、
新
年
の
門
出
を
祝
う
と
と
も
に
、
地
域
経

済
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
た
。 

式
は
開
会
に
続
い
て
琴
と
尺
八
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
「
君
が
代
」「
一
月
一
日
」
が
斉
唱
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
下
堂
薗
副
理
事
長
を
は
じ
め
、
今
年
度

に
亡
く
な
ら
れ
た
組
合
員
へ
哀
悼
の
意
を
表
し
、

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
厳
か
な
空
気
の
中
、
参
列

者
一
同
が
新
た
な
一
年
へ
の
思
い
を
改
め
て
胸

に
刻
ん
だ
。 

続
い
て
、
小
正
芳
史
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

昨
年
の
組
合
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
卸

団
地
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
や
、
今
後
も
組

合
員
一
丸
と
な
っ
て
課
題
解
決
と
発
展
に
取
り

組
ん
で
い
く
決
意
を
述
べ
た
。 

          

来
賓
祝
辞
で
は
、
鹿
児
島
県
知
事
、
鹿
児
島
市

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
か
ら
祝
意
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
の
大
切
さ
が
改
め
て
示
さ
れ
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。 

                  

そ
の
後
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
県
・
市
の
要
職

者
や
金
融
機
関
代
表
、
関
係
団
体
の
代
表
が
登

壇
。
新
年
の
繁
栄
と
無
病
息
災
を
願
い
、
華
や
か

な
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。 

                

乾
杯
の
発
声
を
皮
切
り
に
、
出
席
者
同
士
の

歓
談
が
広
が
り
、
交
流
を
深
め
る
場
と
な
っ
た
。 

終
盤
に
は
、
国
会
議
員
か
ら
の
祝
辞
や
来
賓

紹
介
、
祝
電
披
露
が
行
わ
れ
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
組

合
歌
の
斉
唱
に
よ
り
会
は
一
体
感
に
包
ま
れ
た
。

中
締
め
、
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
年
始
会
は
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。 

                           

本
年
も
鹿
児
島
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

地
域
経
済
の
発
展
と
団
地
の
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

 

下鶴鹿児島市長によ

る 

来賓祝辞 

組合歌「輝け!!オロシティー」を全員で合

唱 

第
53
回 

卸
団
地
組
合
年
始
会 

開
催 

塩田鹿児島県知事によ

る 

来賓祝辞 

小正理事長挨拶 

鏡開きの様子 

宮路国会議員による 

祝辞 
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令
和
７
年
９
月
26

日
（
金
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
展
示
場
に
お
い
て
「
第

11

回
オ
ロ
シ
テ

ィ
ー
社
員
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
、
卸
団
地
組
合

企
業
の
役
員
・
従
業
員
あ
わ
せ
て
217

名
が
参
加

し
た
。 

            

今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
当
ホ
ー
ル
展

示
場
を
会
場
に
使
用
。
ま
た
、
総
合
司
会
を
生
成

AI

に
て
行
っ
た
。
中
庭
で
は
屋
台
形
式
で
多
彩

な
料
理
を
チ
ケ
ッ
ト
で
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に

し
、
会
場
内
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
各
自
、
フ

リ
ー
ド
リ
ン
ク
で
好
き
な
飲
み
物
を
好
き
な
だ

け
飲
め
る
楽
し
め
る
形
で
実
施
さ
れ
た
。
参
加

者
同
士
の
会
話
も
自
然
と
弾
む
な
ど
、
会
場
は

終
始
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加
者
の
中
か

ら
登
場
し
た
『
名
物
の
矢
沢
永
吉
』
や
『
卸
団
地

の
歌
姫
』
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
、
組
合
員
各
社
か
ら
提
供
さ

れ
た
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
も
実
施
さ

れ
、
当
選
者
発
表
の
た
び
に
笑
顔
と
歓
声
が
広

が
っ
た
。 

 

                                

終
盤
に
は
感
動
的
な
場
面
も
見
ら
れ
、
涙
と

笑
い
が
交
錯
す
る
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
っ

た
。
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
一
層
深
め
る
、
記
憶

に
残
る
社
員
交
流
会
と
な
っ
た
。 

  
 令

和
７
年

10

月

10

日
（
金
）
～

11

日
（
土
）

の
日
程
で
、
青
藍
会
発
足
後
初
と
な
る
視
察
研

修
と
し
て
、
参
加
者
９
名
に
て
、
広
島
県
尾
道
市

に
あ
る
「
協
同
組
合
ベ
イ
タ
ウ
ン
尾
道
」
を
訪
問

し
た
。 

当
日
は
、
商
団
連
の
会
長
も
務
め
る
「
福
井
理

事
長
」
や
青
年
部
関
係
者
か
ら
組
合
の
歴
史
や

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
組
合

会
館
や
冷
凍
倉
庫
な
ど
主
要
施
設
を
視
察
し
た
。

組
合
会
館
は
行
政
施
設
や
子
育
て
支
援
機
能
を

併
設
し
、
安
定
し
た
収
益
確
保
と
地
域
貢
献
を

両
立
。
冷
凍
倉
庫
は
水
産
卸
に
特
化
し
た
設
備

と
環
境
配
慮
型
の
電
力
体
制
を
整
え
、
組
合
員

企
業
の
経
営
を
支
え
て
い
る
。 

意
見
交
換
で
は
、
業
態
転
換
や
人
材
確
保
、
青

年
部
の
結
束
力
な
ど
共
通
課
題
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
視
察
を
通
じ
、
他

組
合
の
先
進
的
な
取
り
組
み
か
ら
多
く
の
学
び

を
得
る
と
と
も
に
、
青
藍
会
メ
ン
バ
ー
間
の
交

流
と
結
束
も
一
層
深
ま
る
有
意
義
な
研
修
と
な

っ
た
。 

               

青
藍
会 

ベ
イ
タ
ウ
ン
尾
道
様
へ
視
察 

第
11
回 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
社
員
交
流
会 

開
催 

卸団地の歌姫 上之氏の 

ラストステージ 
名物の矢沢永吉（㈱大阪屋 田中社長） 

ベイタウン尾道 青年部様との集合写

真 

古川委員長による挨拶 
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令
和
７
年

10

月

12

日
（
日
）、
福
利
厚
生
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
２
０
２
５
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

秋
の

BBQ

バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員

企
業
の
従
業
員
お
よ
び
そ
の
家
族

31

名
が
参

加
し
た
。 

当
日
は
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び
JR

谷
山
駅
を
出
発
し
、
小
松
帯
刀
墓
所
、
日
置
・
嘉

之
助
蒸
溜
祭
を
巡
る
行
程
で
実
施
。
ま
た
、
移
動

中
の
車
内
で
は
生
成

AI

を
活
用
し
た
バ
ス
ガ

イ
ド
に
よ
る
案
内
が
行
わ
れ
、
歴
史
や
食
文
化

に
関
す
る
解
説
が
参
加
者
か
ら
好
評
を
博
し
た
。

そ
の
後
、
伊
集
院
に
あ
る
ア
リ
ラ
ン
ミ
ー
ト
マ

ル
シ
ェ
に
て
前
回
大
好
評
の
屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
堪
能
。
秋
晴
れ
の
心
地
よ
い
天
候
の
下
、
良

質
な
肉
や
新
鮮
な
野
菜
を
味
わ
い
な
が
ら
、
参

加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
た
。 

午
後
に
は
薩
摩
串
木
野
ま
ぐ
ろ
の
館
に
立
ち

寄
り
、
買
い
物
を
楽
し
む
な
ど
、
内
容
豊
富
な
行

程
と
な
っ
た
。 

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
事
は
進
行

し
、
秋
の
一
日
を
満
喫
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め

る
、
有
意
義
な
福
利
厚
生
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

            

   

令
和
７
年

11

月
５
日
（
水
）
、
協
同
組
合
長

崎
卸
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
を
迎
え
、
意
見
交
換

会
を
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
・
マ
ル
チ
テ
ラ
ス

に
て
開
催
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
卸
団

地
を
取
り
巻
く
課
題
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
た
。 

当
日
は
、
当
組
合
か
ら

10

名
、
長
崎
卸
セ
ン

タ
ー
か
ら
８
名
が
出
席
。
開
会
後
、
弓
場
副
理
事

長
に
よ
る
挨
拶
に
続
き
、
長
崎
卸
セ
ン
タ
ー
の

石
丸
理
事
長
が
挨
拶
を
行
い
、
両
組
合
の
友
好

と
意
見
交
換
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
各
事
務
局
よ
り
出
席
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
は
進
行
し
た
。 

続
い
て
、
当
組
合
事
務
局
よ
り
組
合
の
概
要

説
明
が
行
わ
れ
、
団
地
運
営
の
現
状
や
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
共
有
さ
れ
た
。
意
見

交
換
で
は
、
組
合
運
営
の
概
況
や
共
同
事
業
の

在
り
方
を
は
じ
め
、
組
合
会
館
の
活
用
方
策
、
街

づ
く
り
の
考
え
方
、
さ
ら
に
は
組
合
と
し
て
の

事
業
継
続
計
画
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
幅
広
い

テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
が
抱
え

る
課
題
や
工
夫
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
率
直

な
意
見
が
出
さ
れ
、
実
り
多
い
意
見
交
換
の
場

と
な
っ
た
。
異
な
る
地
域
の
卸
団
地
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き
や
今
後
の

活
動
に
活
か
せ
る
ヒ
ン
ト
も
多
く
得
ら
れ
た
。 

会
の
締
め
く
く
り
に
は
、
長
崎
卸
セ
ン
タ
ー

の
手
塚
副
理
事
長
が
挨
拶
を
し
た
。
意
見
交
換

会
終
了
後
に
は
団
地
内
の
視
察
見
学
も
行
わ
れ
、

交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。 

 

                  

令
和
７
年

11

月

11

日
（
火
）
、
オ
ロ
シ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
第
１
展
示
場
に
お
い
て
、
こ
ど
も
食

堂
へ
の
物
資
贈
呈
式
を
開
催
し
た
。
本
取
り
組

み
は
今
回
５
回
目
と
な
り
、
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

贈
呈
式
で
は
、
当
組
合
が
掲
げ
る
「
こ
の
地
を

愛
し
、
共
に
繁
栄
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
姿
勢
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
近

年
課
題
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に

対
し
、
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
こ

と
で
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。 

当
日
は
、
谷
山
地
区
こ
ど
も
食
堂
の
関
係
者

が
多
数
出
席
。
贈
呈
式
で
は
、
小
正
芳
史
理
事
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
支
援
の
趣
旨
を
述
べ
た
後
、
皇

徳
寺
ふ
れ
あ
い
食
堂
の
運
営
者
で
あ
る
満
留 

智
子
氏
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。 

２
０
２
５
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー 

秋
の
BBQ
バ
ス
ツ
ア
ー 

開
催 

長
崎
卸
セ
ン
タ
ー
様 

来
訪 

こ
ど
も
食
堂
へ
の
贈
呈
式 

開
催 

嘉之助蒸溜所で記念撮影 

長崎卸センター御一同と集合写

真 
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満
留
氏
か
ら
は
、
日
頃
の
支
援
に
対
す
る
感

謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
会
場
は
温
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
全
員
で
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
中
で
贈
呈
式
は
締

め
く
く
ら
れ
た
。 

当
組
合
で
は
、
今
後
も
地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
社
会
を
支

え
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
方
針
だ
。 

                    

令
和
７
年

11

月

21

日
（
金
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
・
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
お
い
て
、
流
団
平

成
会
（
熊
本
流
通
団
地
協
同
組
合
）
と
の
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

当
日
は
、
両
団
地
の
役
員
お
よ
び
青
年
部
あ

わ
せ
て

23

名
が
出
席
し
、
組
合
運
営
の
課
題
や

団
地
活
性
化
の
取
り
組
み
、
青
年
部
活
動
の
現

状
と
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
率
直
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

る
中
で
、
相
互
理
解
を
深
め
る
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。 

意
見
交
換
会
終
了
後
に
は
、
団
地
内
施
設
の

視
察
も
実
施
。
運
営
面
や
設
備
面
に
お
け
る
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

今
後
の
活
動
に
生
か
す
た
め
の
多
く
の
示
唆
を

得
る
機
会
と
な
っ
た
。 

夜
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
交
流
が

進
ん
だ
。
立
場
や
世
代
を
超
え
た
親
睦
が
一
層

深
ま
り
、
今
後
の
連
携
強
化
に
つ
な
が
る
、
実
り

あ
る
一
日
と
な
っ
た
。 

                          

   

令
和
７
年

11

月

25

日
（
火
）
８
時
よ
り
、

鹿
児
島
高
牧
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

「
第

63

回 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
代
表
者
会
・
金
融

機
関
協
力
会 

親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
開
催
し

た
。
本
コ
ン
ペ
は
、
組
合
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
支
援
を
受
け
て
い
る

取
引
金
融
機
関
と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
恒
例
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

当
日
は
、
組
合
員
企
業
や
関
係
金
融
機
関
の

参
加
者
が
集
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
プ

レ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
競
技
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
方
式
で
行
わ
れ
、
順
位
賞
を
は
じ
め
、
ベ
ス
グ

ロ
賞
、
ド
ラ
コ
ン
賞
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
な
ど
多
彩
な

表
彰
が
用
意
さ
れ
、
終
始
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会

と
な
っ
た
。 

              

ま
た
、
同
日

17

時
半
よ
り
、
ホ
テ
ル
レ
ク
ス

ト
ン
鹿
児
島
に
お
い
て
、「
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
代
表

者
会
及
び
金
融
機
関
協
力
会
」
を
開
催
し
た
。 

は
じ
め
に
講
演
会
が
行
わ
れ
、
講
師
と
し
て

熊
本
流
通
団
地
協
同
組
合
様 

来
訪 

意
見
交
換
会
＆
懇
親
会 

谷山地区こども食堂御一同と集合写

真 

流団平成会様との意見交換会の様

子 

流団平成会様との懇親会で集合写

真 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
代
表
者
会
及
び
金
融
機
関

協
力
会
＆
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

ゴルフコンペ参加者で記念撮

影 
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東
川 

隆
太
郎
氏
が
登
壇
し
た
。
「
卸
商
業
団
地

の
あ
る
谷
山
と
そ
の
歩
み
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
谷
山
地
域
の
歴
史
的
背
景
や
卸
商
業
団
地

の
成
り
立
ち
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
団

地
の
役
割
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
た
。
参
加
者
は
、
改
め
て
団
地
の
存
在
意
義
や

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

っ
た
。 

         

講
演
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

乾
杯
に
先
立
ち
、
小
正
理
事
長
が
令
和
７
年
度

「
鹿
児
島
県
民
表
彰
」
を
受
賞
し
た
こ
と
を
記

念
し
、
弓
場
副
理
事
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
お
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。 

              

そ
の
後
、
乾
杯
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
深
め
た
。
会
場
で
は
業

種
や
立
場
を
超
え
た
情
報
交
換
が
活
発
に
行
わ

れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間
と
な
っ

た
。 

                        

令
和
７
年

11

月

28

日
（
金
）、
組
合
員
を
対

象
と
し
た
「
第
２
弾 

生
成

AI

教
室
」
を
開
催

し
た
。
本
教
室
は
、
こ
れ
ま
で
に
２
度
開
催
し
て

き
た
生
成

AI

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
踏
ま
え
、

よ
り
実
践
的
な
内
容
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組

み
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

当
日
は
、
前
回
第
１
弾
を
初
心
者
向
け
講
座

と
位
置
づ
け
た
上
で
、
第
２
弾
で
は
、
プ
ロ
ン
プ

ト
の
考
え
方
や
実
務
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
な
ど
を
通
じ
、
生
成

AI

を
業
務
に
活
か
す

た
め
の
具
体
的
な
手
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加

者
は
手
元
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
な
が
ら
、
講
師
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
理

解
を
深
め
て
い
た
。 

ま
た
、
講
演
の
様
子
は
後
日
、Y

o
u

T
u

b
e

に

て
組
合
員
限
定
の
限
定
公
開
と
し
て
配
信
し
て

い
る
。
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
組
合
員
や
、
内

容
を
振
り
返
り
た
い
方
に
と
っ
て
有
用
な
機
会

と
な
っ
て
お
り
、
動
画
は
令
和
８
年
２
月

24

日

（
火
）
に
削
除
予
定
と
し
て
い
る
。 

組
合
で
は
、
今
後
も
生
成

AI

を
は
じ
め
と
し

た
新
た
な
技
術
や
知
識
の
習
得
を
支
援
し
、
組

合
員
の
業
務
効
率
化
や
競
争
力
向
上
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。 

   
 

令
和
７
年

12

月
１
日
（
月
）
、
理
事
会
開
催

に
先
立
ち
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り
弓
場
副
理
事

長
に
対
し
、
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。 

こ
れ
は
、
弓
場
副
理
事
長
が
日
本
赤
十
字
社

に
対
し
、
長
年
に
わ
た
り
多
額
の
社
資
を
寄
せ
、

赤
十
字
事
業
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き

た
功
績
を
た
た
え
る
も
の
。
贈
呈
の
場
で
は
、
そ

の
功
労
に
対
す
る
謝
意
が
述
べ
ら
れ
、
出
席
者

か
ら
も
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

        

第
２
弾 
生
成
AI
教
室 

開
催 

懇親会参加者で記念撮影 

小正理事長の県民表彰記念お祝いの様

子 

講師  東川  隆太郎 

氏 

日
本
赤
十
字
社
か
ら
感
謝
状 

弓場副理事長へ 

感謝状と記念品 
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令
和
７
年

12

月

13

日
（
土
）、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
代
表
者
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
８
階

「B
L

O
O

M
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

組
合
の
代
表
者
及
び
金
融
機
関
関
係
者
、
そ
の

家
族
が
参
加
し
、
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て

和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。 

開
会
に
先
立
ち
、
小
正
理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
日
頃
の
組
合
運
営
へ
の
協
力
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
乾
杯
の
発
声
が
行
わ

れ
た
。 

乾
杯
後
は
、
コ
ー
ス
料
理
を
囲
み
な
が
ら
歓

談
が
始
ま
り
、
会
場
は
終
始
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。
ま
た
、
若
松
沙
奈
枝 
氏
に
よ

る
生
演
奏
が
流
れ
る
中
、
参
加
者
同
士
の
会
話

も
弾
み
、
仕
事
を
離
れ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
交

流
の
場
と
な
っ
た
。 

パ
ー
テ
ィ
ー
の
途
中
に
は
、
恒
例
と
な
っ
て

い
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選
者

が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
会
場
か
ら
は
歓
声
が
上

が
っ
た
。 

終
盤
に
は
、
玉
利
ク
リ
ス
マ
ス
実
行
委
員
長

よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
本
年
度
の
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

た
。
本
行
事
を
通
じ
、
組
合
員
相
互
の
親
睦
が
よ

り
一
層
深
ま
る
と
と
も
に
、
来
年
に
向
け
た
新

た
な
活
力
を
得
る
機
会
と
な
っ
た
。 

      

    

令
和
８
年
１
月

19

日
（
月
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

今
回
は
鹿
児
島
市
南
消
防
署
職
員
の
立
会
い
の

も
と
、
館
内
か
ら
の
避
難
訓
練
お
よ
び
初
期
消

火
を
想
定
し
た
消
火
器
訓
練
を
行
っ
た
。 

避
難
訓
練
終
了
後
に
は
、
訓
練
全
体
に
つ
い

て
講
評
を
い
た
だ
き
、
日
頃
か
ら
の
心
構
え
や

迅
速
な
行
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
確
認

す
る
機
会
と
な
っ
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
消
火

器
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
正
し
い
取
扱
方
法
や

使
用
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
参 

加
者
が
実
際
に
操
作
を
体
験
し
た
。 

寒
さ
と
乾
燥
が
続
く
季
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

火
災
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で
も
あ
る
。

今
後
も
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
万
一

に
備
え
た
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。 

               

   

令
和
７
年

10

月

20

日(

月)

～

22

日(

水)

８
時
～

11

時
ま
で
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
第

３
展
示
場
に
て
集
団
健
康
診
断
が
組
合
員
を
対

象
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は

33

社
317

名
が
受
診
し

た
。
同
時
に
、
住
友
生
命
保
険
員
に
よ
る
健
康
相

談
も
行
わ
れ
た
。 

      

福
利
厚
生
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
い
き
い
き

健
康
講
座
（
ち
ょ
こ
っ
と
講
座
）」
が
、
令
和
７

年

12

月
３
日
（
水
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
・

マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
開
催
さ
れ
、
組
合
員
ら

26

名
が
参
加
し
た
。 

今
回
は
、
鹿
児
島
徳
洲
会
病
院
の
斧
渕
（
お
の

ぶ
ち
）
医
師
を
講
師
に
迎
え
、
健
康
診
断
結
果
の

見
方
や
数
値
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
い
解
説
が
行
わ
れ
た
。
昼
休
み
の

30

分
間
と
い
う
短
時
間
で
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、

実
生
活
に
役
立
つ
内
容
が
多
く
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
短
時
間
で
も
学
び
が
多
い
」

「
気
軽
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
次
回
も
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
好

評
を
博
し
た
。
な
お
、
次
回
の
講
座
は
３
月
に
開

催
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
多
く
の
参

加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

  

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
代
表
者 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

開
催 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
避
難
訓
練 

開
催 

集
団
健
康
診
断 

開
催 

初期消火訓練の様子 

令
和
７
年
度
第
２
回 

い
き
い
き
健
康
講
座 

開
催 
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鹿
児
島
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合 

理
事
長 

小 

正 

芳 

史 

組

合

員

一

同

 

迎
春
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迎 春 

本年もよろしくお願い申し上げます 

がん全身検査（ペットがんドック）でご安心を 
（割引制度があります オロシティー事務局へご相談下さい） 

 

厚地記念クリニック         

PET（ペット）画像診断センター 

照国町 12-1 TEL：099-226-8871 
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令
和
８
年
２
月

14

日
（
土
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
、
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
活
性
化
事

業
『
～
２
人
の
巨
匠
が
歴
史
を
語
る
～
薩
摩
半
島

の
魅
力
再
発
見
』
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま

す
。 

 

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
薩
摩
半
島
の
歴
史
に
詳
し
い

福
元
拓
郎
氏
と
東
川
隆
太
郎
氏
を
お
招
き
し
、
対

談
形
式
で
魅
力
を
伝
え
て
い
た
だ
く
内
容
で
す
。 

 

薩
摩
半
島
や
鹿
児
島
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
、

昔
の
話
や
、
ま
ち
の
成
り
立
ち
が
好
き
な
方
、
外

出
の
き
っ
か
け
を
探
し
て
い
る
方
、
気
軽
に
学
べ

る
催
し
に
参
加
し
た
い
方
な
ど
是
非
、
ご
参
加
下 

                 

さ
い
。
参
加
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
図
の
チ

ラ
シ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

     

こ
れ
ま
で
当
組
合
で
は
、
生
成

AI

教
室
を
２

回
に
わ
た
り
開
催
し
、
生
成

AI

の
基
礎
知
識
や

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
関
心
も
高
ま
り
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
第
３
回
目
と
な
る
生
成

AI

教
室
を
３

月

12

日
（
木
）
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
改
め

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 
                  

   

令
和
８
年
２
月

17

日
（
火
）
～
４
月

17

日
（
金
）

ま
で
の
募
集
期
間
で
、「
第
４
回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
予
定
で
す
。
本
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
周
辺
の
魅
力
や
四
季

折
々
の
風
景
を
写
真
か
ら
通
じ
て
発
信
し
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

 

募
集
部
門
は
「
春
夏
部
門
」
と
「
秋
冬
部
門
」

の
前
回
か
ら
始
ま
っ
た
２
部
門
制
で
す
。
自
然
風

景
や
日
常
の
一
コ
マ
な
ど
、
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る

作
品
を
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
回
よ
り
新
た
に
「
委
員
長
賞
」
も
設

け
て
い
ま
す
。
正
式
な
案
内
を
令
和
８
年
２
月

17

日
（
火
）
以
降
に
お
出
し
し
ま
す
の
で
、
ご
気

軽
に
作
品
の
募
集
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

                

  

広
報
研
修
委
員
会
よ
り
ご
案
内 

『
薩
摩
半
島
の
魅
力
再
発
見
』 

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催 

第
３
弾 

生
成
AI
教
室 

開
催
予
定 

第
４
回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

開
催
予
定 
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予
て
よ
り
団
地
内
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

当
組
合
で
は
、
団
地
内
美
化
の
た
め
、
毎
週
火

曜
日
を
「
環
境
美
化
の
日
」
と
し
、
団
地
内
全
域

で
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
全
員
が
団
地
内
の
清
掃
、
緑
化
な
ど
の
活

動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
自
社
敷
地
内
だ
け
で
な
く
、
会
社
周
辺

の
道
路
等
も
き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

会
社
の
事
情
に
よ
り
、
火
曜
日
以
外
の
日
に
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
従
来
通
り
お
続

け
く
だ
さ
い
。 

尚
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
事
務
局
で
は
土
日
の
会
場

利
用
が
多
い
た
め
、
月
曜
日
に
朝
清
掃
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

               

組
合
活
動
の
ご
案
内
を
よ
り
迅
速
に
、
確
実
に

お
届
け
す
る
た
め
に
、L

IN
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
、
組
合
員
従
業
員
の
皆
様
の
ご
登
録
を
順

次
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
方
へ
情
報

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
各
企
業
代
表
者
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は 

従
業
員
の
皆
様
へ
の
登
録
ご
案

内
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

 

■ 

配
信
す
る
主
な
内
容 

・
組
合
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

・
研
修
会
・
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

・
そ
の
他
、
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
全
般 

       

※
ご
登
録
頂
い
た
組
合
員
様
及
び
組
合
員
従
業
員

様
は
企
業
名
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
て
送
信
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

    

鹿
児
島
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
が
創
立

10

周
年
で
発
刊
を
し
た
記
念
誌
、『
無
か
ら
こ
の

有
を
』
が
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ

り
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
機
会
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

        

    

LI NE友達登録用 

QRコード 

 

事
務
局
よ
り
ご
案
内 

令
和
８
年
最
初
の
号
と
な
る
本
号
で
は
、

新
年
の
ご
挨
拶
を
は
じ
め
、
年
始
会
や
各
種

行
事
、
研
修
・
交
流
事
業
な
ど
、
組
合
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て

も
、
組
合
員
の
皆
様
が
交
流
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
歩
み
を
進
め
て
い
る
様
子
が
、
紙
面

を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

本
年
も
、
組
合
員
の
皆
様
と
と
も
に
未
来

に
つ
な
が
る
活
動
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。 引

き
続
き
、
本
紙
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

広
報
研
修
委
員
会 

委
員
長 

玉
利 

佳
久 

 

 

 

総
務
委
員
会
よ
り
お
願
い 

会
社
敷
地
周
辺
の
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
は
環
境
美
化
の
日
。 

 

未
来
戦
略
委
員
会
よ
り
お
願
い 

お
く
や
み 

（
令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年
１
月
） 

 

左
記
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

生
前
の
ご
厚
誼
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

・
令
和
７
年

11

月

26

日 

古
川 

敬
信 

様
（
理
事
） 

・
令
和
７
年

12

月

16

日 

中
島 

廣
治 

様
（
元
理
事
） 

・
令
和
８
年
１
月
１
日 

下
堂
薗 

豊 

様
（
副
理
事
長
） 

※
お
く
や
み
の
掲
載
は
、
組
合
役
員
お
よ
び
元
役
員

の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 


